
履修希望者は、前期に実施するガイダンスに必ず出席すること。受け入れ
先により、必ずしも全員が履修できるとは限らない。社会生活における基本
的なルール（服装、言葉使い等）が守れない場合には、実習に参加させな
い。

キーワード

80

授業外学習 テキスト、教材

参考書 受講生へのメッセージ

事前・事後学習（２０％）＋実習（報告書作成を含む）（８
０％）で評価する。なお、実習における無断欠席・遅刻者に
ついては実習の評価をつけない。

出席 授業態度 レポート 期末試験 その他

20 ← 0 0

第14回 研修先よりの報告書の提出および研修体験レポートの作成

第15回 研修体験報告会および総括

評価方法と基準 評価項目と割合（％）

第11回 　同上

第12回 　同上

第13回 　同上

第8回 　同上

第9回 　同上

第10回 　同上

第5回 　同上

第6回 　同上

第7回 　同上

第2回 「インターンシップ」参加の心構え

第3回 「インターンシップ」に必要なマナー等の基本知識

第4回 「インターンシップ」実施 （具体的なスケジュール、また実習先・実習内容については、受け入れ先により異なるため別途説明する。

授業概要

ビジネス現場での就労体験を通して、「働く」ことの意味や意義について学ぶ。

到達目標

自分がどのような仕事に向いているのかいった職業の適正を知るとともに、社会人として必要な職業観・職業意識を養う。

授業計画

第1回 「インターンシップ」とは何か

授業形態 授業形式 実習 履修形態 選択

担当教員名 梅　大海 年度 平成28年度

基準年次 3年次 開講期 後期 単位数 2

至誠館大学

科目名 インターンシップ コード 1466

英語表記 Internship


